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　　（今回の速報は"○"の機関の観測データを使用して作成しました）

　

図１　底層の溶存酸素量分布
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50% 貧酸素水塊
酸素飽和度 備考

　内湾底びき網研究会連合会による調査結果です。調査に参加された方はお疲れ様でした。
　貧酸素水塊は内湾の広い範囲に分布し、北部にDO0.5 ml/L以下の海域もみられました(図
1)。
　今後も気温は高く南寄りの風が続くため、貧酸素水塊の規模は縮小せず、大規模のまま推
移すると考えられます。
　表層水温26～32℃、底層水温19～27℃でした。表底差は最大10℃でした。

酸素飽和度と溶存酸素量（DO）の目安

貧酸素水塊速報
（2024年）

令和6年9月10日観測結果
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